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＜連絡事項＞
・コロナワクチンの接種について
　オミクロン対応型ワクチンを接種済みの方は、以後のワクチン接種は対象外となります。（2回接種した方は事故対象となります）各担当患者様の摂取状況を確認して、準備を進めて下さい。
・コロナ感染病棟拡大に伴い、洗濯の対応を変更しています。
　洗濯提出場所：内科診察室前出入り口
　提出日時：月・水・金の午前10時頃まで
　※CSセットの補充に関しては、明日業者と検討
＜患者様連絡事項＞
・中川原　義雄様～市民病院から連絡あり。1/17　7：30麻酔科受診後に外科へ入院予定。1/18手術施行となるとの事。
　　　　　　　　　手術前検査として、1/13　13：00採血予定の為、外出届提出済み・入院証明書依頼済み。
　　　　　　　　　退院処方は7日分程度持参の依頼あり。
・高橋　義明様～兄様、姉様、主治医、病棟ＮＳ（松村）、ＳＷ宇津木澤　参加し主治医面談実施。
家族から面会の様子としてぼんやりしており、精神薬が強すぎると訴えあり。主治医から本人の状態と、青山荘を断られた経緯、現在内服中の処方薬を説明。必要に応じてクロザリルの使用も検討したい旨を説明。 

  　　　　　　　お兄様から、プログラムの参加は生活上大切な事だとは思えず、本人も必要性を感じられる内容ではない為積極的に慣れないのではないかと発言あり。現在の表情を見ると、処方薬が多すぎると感じた為、単剤処方を目差し薬剤調整して欲しいと依頼あり。症状については、幻聴・幻覚は一般的にも起こり得る現象であり、異常な状態ではない為抑える必要はないと発言する。そももそ、現在閉鎖されて抑圧された環境だから症状が改善しないのであって、環境を調整する事で症状は抑えられるとの見解をお兄様から発言あり。クロザリルの処方は否定的。 

  　　　　　　　病棟での現在の状態を説明し、服薬によりスタッフが介入可能な状態に抑えられている事を伝えたうえで、今後の退院支援方法について相談。障害区分が重度であっても対応可能な施設もある事を説明し、障害福祉サービス受給の為の手続きを行って頂けるよう依頼。施設も数件案内している。

＜要注目患者様＞
・畑中　成夫様～スタッフを監視する行動や、妄想発言は無く経過。逸脱した行動は


























見られない。
・小豆畑裕介様～金銭に関する訴え頻回にあり。介入後から幻聴を訴え、病棟を離れようとする行動見られるため見守り要している。易怒性は見られない。
・太田　富夫様～口調は落ち着いており、苛々感の訴え無く経過。多弁さも目立たない。16：50苛々感を訴え、不穏・興奮時、レボトミン（25）1T内服。他者トラブルないが、スタッフの対応時、口調荒さや微笑んでいる場面みられている。促しに自身の症状は自覚あり。

























＜金Dr診察＞
・井上　和美様～調子は変わらないと話している。キーボートの使用方法はまだ慣れないとの事。
・飯豊　信雄様～調子は良いが、腰が痛いと訴え「寝ている時に誰かに蹴られた」と話す。処方は同内容継続。
・田中　文男様～ホールで脱衣したりエレベーターに乗って行こうとする様子あり。振り返りには「覚えていない」と話す。自覚なく行動繰り返す場合には、行動制限も検討が必要となる事を説明受けている。
・小笠原　文人様～奇異行動が見られた状態は一時的であったことを報告。診察では「洗濯や整頓も出来なくなってしまった」と訴え、身体が動かない、自分が仲間に入って行けないのはリハパンに頼っているからだと悲観的発言聞かれるが、眼光の鋭さあり。
・坂本　福子様～眠気が強く日課に支障がある事を報告。本人からも食事中に日課の遅れを注意された事で食欲がなくなり残食したと報告あり。状況の振り返りを行い、感情的になって叫んだことで、対応した相手の神経を逆なでした事を説明するが、自分の言動を正当化し感情的な対応はしていないと話す。主治医から自身の感情を自覚するよう指導受けている。
＜小栁Dr診察＞

・大久保　すい様～12/29に転倒後から下肢の疼痛を訴え、離床拒否、夕食の拒食・被毒妄想活発となっている事を報告。診察時にも被毒妄想発言活発にあり、左大転子部から大体にかけての疼痛訴え聞かれている。腫脹や熱感はなくレントゲンにて骨折の所見もない為、様子観察となる。症状の斑は見られている為、処方は同内容継続となる。
・会津　慮子様～他科受診は院内の感染状況により調整出来ずにいる事を報告。本人は体調不良の訴えはないが、体力低下していると訴えがあり体操を続けるよう指導受けている。
・高橋　康満様～順調に回復傾向にある事を自身から報告。処方変更なし。
・中野渡　鉄男様～目の痒みが持続していると訴え、点眼薬希望。1本処方となる。
・十日市　利喜様～調子は変わらず、耳かきをして貰ったが鼓膜に穴が開いている為聴こえないと訴える。処方は同内容継続。
・佐野　貢様～体調は良くなっていると話す。喫煙や飲酒を思い出す事があると訴える。収集行為は介入すれば本は戻す事が出来ている。
